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石
神
井
城
跡
発
掘
調
査
隊
の
隊
員
を
募
集
し
ま
す

予
告

東
京
文
化
財
ウ
ィ
ー
ク
参
加
事
業

石
神
井
城
フ
ォ
ー
ラ
ム

実
施
日
時
　
二
月
一
四
日
（
土
）

一
〇
・
〇
〇
～
一
五
・
三
〇

会
　
場
　
石
神
井
城
跡
（
石
神
井
公
園

内
）

実
施
内
容
・
講
演
会

・
展
示

。
歴
史
と
自
然
の
探
訪
会

・
城
跡
発
掘
調
査
結
果
の
解
説

一
一
月
の
文
化
財
保
護
強
調
週
間
の
期
間
中

に
城
構
造
解
明
の
た
め
、
石
神
井
城
跡
の
一
部

を
学
術
調
査
の
た
め
発
掘
し
ま
す
。

教
育
委
員
会
で
は
、
石
神
井
城
跡
発
掘
調
査

隊
を
発
足
さ
せ
て
調
査
を
行
い
ま
す
が
、
次
の

要
領
で
調
査
隊
員
（
発
掘
参
加
）
を
募
集
し
ま

す
。
こ
の
機
会
に
、
ふ
る
さ
と
ね
り
ま
の
大
切

な
遺
跡
を
皆
さ
ん
の
手
で
明
ら
か
に
し
て
み
ま

せ
ん
か
！

な
お
、
二
月
一
四
日
（
土
）
に
は
、
東
京

文
化
財
ウ
ィ
ー
ク
参
加
事
業
「
石
神
井
城

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
　
（
講
演
会
・
パ
ネ
ル
展
示
等
）

を
開
催
し
、
発
掘
成
果
を
公
開
す
る
予
定
で
す
。

詳
し
く
は
次
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
発
掘
調
査
期
間
　
　
二
月
五
日
（
木
）
～

二
月
三
高
（
金
）
　
一
〇
時
～
一
六
時

土
・
日
も
実
施

○
調
査
場
所
　
石
神
井
公
園
内
石
神
井
城
跡

○
隊
員
資
格
　
次
の
条
件
を
全
部
満
た
す
方

①
小
学
校
五
年
生
以
上
の
健
康
な
方
で
、
歴

史
や
発
掘
調
査
に
興
味
が
あ
る
方

②
発
掘
調
査
期
間
中
に
延
べ
二
日
以
上
参
加

で
き
る
方

③
二
回
の
講
習
会
受
講
者

○
講
習
会
（
会
場
は
区
役
所
会
議
室
）

第
一
回
　
説
明
会
と
石
神
井
城
の
概
略

第
二
回
　
発
掘
調
査
の
方
法

A
コ
ー
ス
（
一
四
時
～
一
五
時
三
〇
分
）

第
一
回
・
九
月
二
日
（
金
）

第
二
回
一
〇
月
八
日
（
木
）

B
コ
ー
ス
（
一
八
時
二
〇
分
～
一
九
時

五
〇
分
）

第
一
回
　
九
月
一
七
日
（
木
）

第
二
回
一
〇
月
一
五
日
（
木
）

○
申
込
み
　
往
復
は
が
き
に
、
発
掘
隊
員
応

募
と
書
い
て
、
①
氏
名
、
②
性
別
、
③
年
齢
、

④
住
所
・
電
話
番
号
、
⑤
講
習
会
希
望
コ
ー

ス
、
⑥
調
査
参
加
希
望
日
を
明
記
の
う
え
、

八
月
二
日
（
火
）
～
八
月
二
八
日
（
金
）

の
期
間
中
に
左
記
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

（
申
込
み
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

※
詳
細
は
八
月
二
号
区
報
を
ご
覧
下
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
1
7
6
－
8
5
0
1

練
馬
区
豊
玉
狙
ハ
ー
一
二
1
一
練
馬
区
教
育

委
員
会
生
涯
学
習
課
文
化
財
係
　
発
掘
調
査

隊
担
当

怒
〇
三
－
三
九
九
三
－
二
　
二

内
線
七
一
四
一
～
二

石神井城の空堀跡
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最
近
の
発
掘
調
査
か
ら

外
山
遺
跡
と
扇
山
遺
跡
の
成
果

外
山
遺
跡
は
東
大
泉
三
丁
目
一
〇
番
と
三
四

・
三
五
番
の
都
営
住
宅
建
て
替
え
工
事
に
先

立
っ
て
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
新
発
見
の
遺
跡

で
あ
る
。

白
子
川
が
大
き
く
南
に
蛇
行
す
る
右
岸
台
地

縁
辺
部
に
位
置
す
る
。
台
地
の
下
の
低
地
部
に

は
弁
天
池
低
湿
地
遺
跡
（
東
大
泉
三
丁
目
五
八

番
他
）
が
あ
り
、
昭
和
六
一
、
六
二
年
の
調
査

で
縄
文
時
代
後
期
（
約
四
〇
〇
〇
年
前
）
の
貯

蔵
穴
の
中
か
ら
、
竹
編
み
龍
が
出
土
し
た
。
他

に
後
期
か
ら
晩
期
の
土
器
、
右
膝
（
矢
尻
）
や

打
製
石
斧
、
石
錘
（
重
り
）
な
ど
が
出
土
し
た
。

外
山
追
跡
の
発
掘
調
査
は
平
成
九
年
六
月
か

ら
約
八
ケ
月
間
に
わ
た
っ
て
行
な
わ
れ
た
。
縄

文
時
代
の
竪
穴
状
遺
構
、
焼
け
た
痕
が
良
く

残
っ
て
い
る
炉
穴
や
陥
穴
な
ど
が
み
つ
か
っ
て

い
る
。
写
真
は
円
形
土
杭
の
中
か
ら
、
前
期
後

半
約
五
〇
〇
〇
年
前
の
大
形
の
土
器
が
底
面
近

く
か
ら
出
土
し
た
状
態
で
あ
る
。
円
形
土
抗
は

一
基
の
み
で
、
底
が
平
ら
な
こ
と
、
円
形
で
あ

る
こ
と
、
大
形
の
土
器
が
出
土
し
た
こ
と
か
ら
、

貯
蔵
穴
か
墓
と
し
て
掘
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。縄

文
時
代
の
他
に
、
旧
石
器
時
代
の
石
器
集

中
ブ
ロ
ッ
ク
や
礫
群
が
み
つ
か
っ
て
い
る
。
関

円形土坑（外山遺跡）

0　　　　　　　10cM
！　．　【，－・▼－」

円形土坑出土土器（外山遺跡）

東
ロ
ー
ム
層
の
Ⅲ
～
Ⅳ
層
で
、
石
器
集
中
部
と

礫
群
が
重
な
っ
て
一
箇
所
、
Ⅴ
層
で
は
石
器
集

中
部
が
三
箇
所
、
さ
ら
に
Ⅸ
層
下
部
で
も
石
器

集
中
部
が
み
つ
か
っ
て
い
る
。
長
野
県
産
黒
曜

石
製
の
ナ
イ
フ
形
石
器
が
多
数
出
土
し
た
。
ま

た
、
注
目
す
べ
き
こ
と
・
は
黒
曜
石
の
剥
片
（
石

器
の
素
材
等
）
が
二
〇
点
も
接
合
し
た
こ
と
で

あ
る
。
石
器
が
ど
の
よ
う
な
石
か
ら
ど
の
よ
う

に
作
ら
れ
た
か
が
わ
か
り
、
か
な
り
高
度
な
技

術
で
製
作
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
現

在
整
理
作
業
中
で
、
発
掘
調
査
報
告
書
は
来
年

三
月
に
刊
行
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

扇
山
遺
跡
（
恥
5
7
）
は
石
神
井
台
四
丁
目
一

〇
番
他
に
所
在
す
る
遺
跡
で
、
石
神
井
川
左
岸

台
地
縁
辺
部
に
位
置
す
る
。
発
掘
調
査
は
、
昭

和
五
三
～
五
五
年
、
東
京
医
科
大
学
関
係
の
寮

建
設
に
先
立
っ
て
実
施
さ
れ
た
の
を
は
じ
め
と

し
て
、
昭
和
五
六
年
に
新
青
梅
街
道
沿
い
の
集

合
住
宅
予
定
地
、
昭
和
六
三
年
に
扇
山
公
園
予

定
地
と
数
回
に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
五
三
～
五
五
年
の
発
掘
調
査
で
は
縄
文
中

期
の
竪
穴
住
居
跡
が
三
〇
軒
も
み
つ
か
り
、
約

四
五
〇
〇
年
前
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て
こ
こ
に

縄
文
人
が
生
活
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

こ
れ
は
、
区
内
遺
跡
か
ら
発
見
さ
れ
た
縄
文
時

代
の
住
居
軒
数
と
し
て
は
、
い
ま
の
と
こ
ろ
最

も
多
い
。
こ
れ
よ
り
南
西
約
百
メ
ー
ト
ル
離
れ

た
公
園
内
に
も
縄
文
中
期
の
竪
穴
住
居
跡
が
み

つ
か
っ
た
。
比
較
的
広
い
生
活
領
域
で
あ
っ
た

可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

集石土坑（扇山遺跡）

今
回
の
発
掘
調
査
は
民
間
の
集
合
住
宅
建
設

に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
初
め
に
調
査

さ
れ
た
箇
所
の
東
隣
で
あ
る
。
縄
文
時
代
の
集

石
土
抗
が
四
基
、
土
坑
四
基
、
ピ
ッ
ト
一
六
個

が
み
つ
か
っ
た
。
出
土
遺
物
は
早
期
（
約
六
〇

〇
〇
年
前
）
や
中
期
（
約
四
五
〇
〇
年
前
）
の

縄
文
土
器
や
打
製
石
斧
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。

集
石
土
坑
と
い
う
の
は
、
文
字
通
り
穴
の
中

に
石
が
集
ま
っ
た
遺
構
で
あ
り
、
焼
け
て
赤
く

な
っ
た
石
や
割
れ
た
石
、
ス
ス
や
タ
ー
ル
な
ど

が
付
着
し
た
石
、
炭
（
炭
化
物
粒
）
や
焼
け
た

土
が
多
数
含
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
写
真
は
、

最
も
遺
存
状
態
の
良
好
な
集
石
土
坑
で
、
焼
け

た
右
は
千
点
を
超
え
る
。
一
体
、
縄
文
人
は
何

の
た
め
に
こ
の
よ
う
な
も
の
を
作
っ
た
の
か
。

考
古
学
者
の
な
か
で
は
、
他
の
民
族
事
例
か
ら

類
推
し
て
、
石
焼
き
料
理
の
よ
う
な
屋
外
調
理

場
を
想
定
し
て
い
る
者
も
い
る
。

2



ねりまの文化財　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成10年（1998）8月第40号

練
馬
区
指
定
文
化
財
・
小
島
家
文
書
か
ら

歴
史
の
ひ
と
コ
マ
　
人
や
牛
馬
が
車
を
動
か
し
た
時
代

江
戸
初
期
の
重
量
物
の
運
搬
方
法
に
は
、
簡

単
な
造
り
の
二
輪
車
に
綱
を
つ
け
て
八
人
で
引

く
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
明
暦
の
大
火
（
明
暦

四
年
・
一
六
五
八
）
の
後
、
江
戸
府
内
の
再
建

の
た
め
、
建
築
部
材
を
よ
り
た
や
す
く
、
少
人

数
で
運
搬
が
で
き
る
よ
う
に
と
堅
牢
な
荷
車
が

開
発
さ
れ
ま
し
た
。
以
前
の
「
八
人
掛
り
」
の

荷
車
の
代
わ
り
と
い
う
こ
と
で
、
代
八
草
と
よ

ば
れ
、
後
に
大
八
車
と
書
き
表
す
よ
う
に
な
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
大
八
車
が

使
用
さ
れ
た
の
は
江
戸
な
ど
一
部
の
都
市
に
限

ら
れ
、
車
は
江
戸
時
代
末
期
ま
で
依
然
と
し
て

農
村
の
人
た
ち
に
と
っ
て
縁
の
薄
い
も
の
で
し

た
。幕

末
に
な
る
と
輸
送
量
が
増
え
始
め
、
従
来

の
よ
う
な
人
の
扇
や
馬
の
背
に
斬
る
輸
送
で
は

追
い
つ
か
な
く
な
り
、
徐
々
に
農
村
部
で
も
車

が
導
入
さ
れ
始
め
ま
し
た
。
江
戸
へ
疏
菜
を
供

給
す
る
農
村
で
あ
っ
た
練
馬
の
村
々
に
も
幕
末

頃
か
ら
車
が
使
用
さ
れ
始
め
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
時
期
の
村
の
姿
を
伝
え
る
車
に
関
す
る
史

料
が
、
小
島
家
文
書
の
中
に
あ
り
ま
す
。

写
真
の
古
文
書
は
「
大
七
農
事
」
に
関
わ
る

資
料
で
す
。
あ
ま
り
聞
き
慣
れ
な
い
こ
と
ば
で

す
が
、
東
京
府
は
諸
車
を
荷
台
の
大
き
さ
に

よ
っ
て
、
大
八
車
、
大
七
草
、
中
華
、
小
車
な

ど
に
分
類
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
諸
車
を
使

用
目
的
に
よ
っ
て
も
分
類
し
、
農
具
や
肥
料
を

家
か
ら
畑
ま
で
運
搬
す
る
な
ど
自
家
用
に
使
用

す
る
車
を
農
事
、
収
穫
物
を
市
場
な
ど
に
運
搬

す
る
車
を
荷
積
車
と
区
分
し
ま
し
た
。
「
大
七

農
事
」
と
は
、
大
七
重
が
農
車
と
し
て
使
用
さ

れ
た
車
の
こ
と
で
す
。

古
文
書
の
表
題
は
「
御
検
印
廟
」
で
す
。
内

容
は
、
「
こ
れ
ま
で
使
っ
て
い
た
大
七
農
車
が

壊
れ
た
の
で
検
印
を
返
上
し
、
そ
の
木
材
を
再

利
用
し
て
新
た
に
大
七
農
車
を
造
っ
た
の
で
検

印
を
し
て
欲
し
い
」
と
い
う
も
の
で
、
下
土
支

田
村
（
現
在
の
旭
町
、
土
支
田
な
ど
）
の
人
が

東
京
府
に
願
い
出
た
も
の
で
す
（
願
書
の
控
え

で
あ
る
た
め
、
こ
の
古
文
書
に
は
宛
て
先
が
書

か
れ
て
い
ま
せ
ん
）
。

車
を
新
調
す
る
と
役
所
に
届
け
を
出
し
、
車

体
に
検
査
印
を
受
け
ま
し
た
。
検
査
を
受
け
た

車
は
、
分
類
に
応
じ
て
税
金
が
か
か
り
ま
し
た
。

こ
の
例
の
よ
う
な
農
車
は
免
税
と
さ
れ
ま
し
た

が
、
明
治
九
年
（
一
八
七
七
）
の
東
京
府
税
改

正
に
よ
り
、
一
年
間
に
荷
積
大
七
草
・
大
八
車

は
一
円
、
荷
積
中
車
・
小
車
は
五
〇
銭
徴
税
さ

れ
ま
し
た
。

明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
の
東
京
府
の
資
料

（
下
表
）
に
よ
る
と
農
車
の
台
数
は
六
三
〇
台

で
、
全
戸
数
の
三
割
に
当
た
り
、
多
く
の
農
家

が
農
車
を
使
用
し
て
い
る
様
子
が
窺
わ
れ
ま
す
。

小
島
家
文
書
で
も
、
明
治
初
年
の
も
の
と
推
測

さ
れ
る
史
料
に
下
土
支
田
村
で
総
戸
数
一
一
三

軒
に
対
し
て
荷
積
小
事
が
四
一
台
使
用
さ
れ
て

い
る
の
が
確
認
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
車
は
、

農
村
に
導
入
さ
れ
て
か
ら
僅
か
の
間
に
普
及
し
、

農
作
業
や
荷
物
の
運
搬
に
広
く
利
用
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

巧
湾
、
T
か

t
Y
∵
、
†
■
‥
ヤ
て

阜
守
中
濱
　
し

■

：

一

㌧

！

∴

　

．

・

－
風
音
ぞ
鼠
巌
　
　
萱
櫓
号
匪

明治5年（1872）農事、牛馬保有数（東京府志料より）

村　　　　　 名 戸 数 農 事 馬 牛

中　 新　 井　 村 13 7 3 3 2 6

中　　　　　 村 7 6 2 6 写0

谷　　 原　　 村 10 7 1 4 2 5 －

田　　 中　　 村 7 3 3 8 9

上　 練　 馬　 村 4 1 7 15 9 9 9 　　　　　　　　　　　　　　　【

下　 練　 馬　 村 55 0 1 11 9 8 －

上 石 神 井 村 17 5 － 10 2

下 石 神 井 村 14 7 1 19 25

関　　　　　 村 8 5 33 － 1

竹　 下　 新　 田 18 1 0 2 －

上 土 支 田 村 1 07 4 7 1 0

下 土 支 田 村 1 1 1 4 0 1 2 －

計 2 0 03 6 3 0 3 3 6 3

練馬区指定文化財の大八車

願虔検右
候新印者一

明也調切是
治　仕抜迄大
七　候返相七

∴十・二
疲盲琴　四土区

霊宝叢書董畏造

右
者一

明此
治度大
七新七　　　　御
年調農　　　　検
三致車　　　　印
月候壱　　　第廠
五二輌　　　八
日付　　　下大

、　第土区
右　右御　＿甘支／1．一重一石　歳右琴　一十茎／ト

扱区本　検　本九田小　　扱区五
所　橋　印　橋番村区　　所　十

嵐
金
兵
衛

嵐屋
金敷

文　奉　文展
右　廟　右敷
衛　候　衛
門　也　門

－3【
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文
化
財
の
散
策
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
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最
近
、
区
内
の
歴
史
や
地
誌
に
つ
い
て
知
り

た
い
と
い
う
区
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
問
い
合
わ

せ
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
、
文
化

財
係
で
は
、
主
に
次
の
よ
う
な
印
刷
物
や
施
設

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

す
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
「
練
馬
区
の
文
化
財
あ

ん
な
い
」
の
掲
載
内
容
と
す
べ
て
が
一
致
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
こ
れ
を
併
用
し
て

散
策
路
づ
く
り
を
さ
れ
る
と
よ
い
。

や
歴
史
を
調
べ
る
と
、
そ
の
地
域
や
人
々
の
生

活
を
知
る
手
掛
か
り
が
つ
か
め
る
と
思
う
。
平

成
一
〇
年
に
二
度
目
の
改
訂
を
行
っ
た
。

文
化
財
の
概
要
が
分
か
り
案
内
図
と
な
る
も
の

「
練
馬
一
㌢
の
え
化
財
あ
ん
な
∴
こ
　
（
鳥

判
）表

に
六
二
件
の
文
化
財
の
写
真
と
解
説
を
載

せ
、
裏
は
地
図
に
な
っ
て
い
て
、
見
学
で
き
る

文
化
財
を
掲
載
し
て
い
る
。
散
策
の
計
画
づ
く

り
か
ら
現
地
．
の
見
学
に
携
行
し
て
利
用
で
き
る

よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
。

散
策
の
友
と
し
て
実
地
で
役
立
つ
も
の

1
線
馬
主
屠
く
』
　
（
㊥
三
〇
円
）

B
5
判
、
七
〇
頁
。
郷
土
史
家
が
区
報
に
連

載
執
筆
し
た
記
事
を
元
に
、
昭
和
五
八
年
に
冊

子
と
し
た
も
の
で
、
平
成
五
年
に
改
訂
。
神
社

・
寺
院
・
史
跡
。
石
仏
な
ど
を
実
地
に
巡
っ
て

訪
ね
歩
く
文
で
構
成
。
二
五
コ
ー
ス
あ
り
、
案

内
図
が
コ
ー
ス
ご
と
に
載
っ
て
い
る
。
改
訂
後

も
都
市
計
画
が
進
み
、
各
コ
ー
ス
の
景
観
は
変

わ
り
つ
つ
あ
る
。
そ
こ
で
、
文
化
財
探
訪
と
い

う
目
的
と
同
時
に
、
変
わ
り
ゆ
く
練
馬
を
確
か

め
る
と
い
う
使
い
方
を
す
る
と
利
用
価
値
は
増

地
域
の
様
子
を
知
る
手
掛
か
り
と
な
る
も
の

1
練
馬
の
手
鑑
』
　
（
二
人
0
円
）

B
5
判
、
七
〇
頁
。
宗
教
法
人
と
し
て
登
録

さ
れ
、
地
域
と
関
わ
り
の
深
い
五
五
の
寺
院
を

記
述
。
創
建
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
沿
革
を
、

江
戸
幕
府
の
編
集
し
た
地
誌
『
新
編
武
蔵
風
土

記
稿
』
を
基
本
資
料
に
、
寺
記
・
寺
伝
。
縁
起

等
も
扱
い
な
が
ら
解
説
。
区
内
で
は
、
寺
院
関

係
に
多
く
の
文
化
財
が
あ
る
の
で
、
地
域
文
化

の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
た
寺
院
に
つ
い
て
調

べ
れ
ば
、
区
の
歴
史
に
対
す
る
理
解
が
よ
り
深

ま
る
と
思
う
。
平
成
八
年
に
二
度
目
の
改
訂
を

行
っ
た
。

1
練
馬
の
常
永
』
　
二
七
〇
円
）

B
5
判
、
六
二
亘
。
宗
教
法
人
と
し
て
登
録

さ
れ
、
地
域
と
関
わ
り
の
深
い
神
社
を
中
心
に

五
〇
社
に
つ
い
て
記
述
。
『
新
編
武
蔵
風
土
記

稿
』
な
ど
の
公
的
記
録
を
基
本
に
神
社
側
資
料

を
加
え
て
解
説
。
内
容
面
で
は
各
神
社
の
由
緒

や
そ
こ
に
在
る
石
造
物
な
ど
を
詳
し
く
紹
介
し

て
い
る
。
全
文
を
通
し
て
、
利
用
者
へ
の
資
料

提
供
と
い
う
立
場
を
貫
き
、
各
資
料
に
対
す
る

見
解
、
解
釈
は
避
け
て
い
る
。
古
来
、
神
社
は

神
事
・
祭
祀
を
通
し
て
地
域
の
人
々
と
密
接
に

結
び
つ
い
て
い
た
。
そ
こ
で
、
各
神
社
の
由
緒

散
策
の
途
中
で
気
楽
に
立
ち
寄
り
た
い
施
設

r
押
立
資
料
室
J
　
（
一
々
村
斗
合
一
－
一
六

－
三
一
二
♪
瑠
斗
回
書
辟
池
畔
）

郷
土
の
歴
史
・
民
俗
・
産
業
・
自
然
な
ど
の

資
料
を
収
集
、
保
存
し
て
い
る
。
展
示
室
で
は

実
物
資
料
・
模
型
・
写
真
な
ど
で
区
の
歴
史
や

文
化
財
を
常
設
展
と
し
て
紹
介
。
た
だ
し
特
別

展
が
催
さ
れ
る
と
入
れ
替
わ
る
。
今
年
は
「
練

馬
大
根
展
」
が
五
月
に
終
わ
っ
た
ば
か
り
。
こ

こ
は
石
神
井
公
園
と
近
接
し
て
い
る
の
で
休
憩

を
兼
ね
て
気
軽
に
立
ち
寄
り
た
い
所
。
図
書
な

ど
で
調
べ
も
の
を
し
た
り
、
知
り
た
い
こ
と
を

尋
ね
た
り
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
休
み
は
月
曜

日
（
月
曜
が
祝
日
に
あ
た
る
と
火
曜
日
）
、
毎

月
第
四
金
曜
日
は
か
。

r
牧
野
記
念
庭
園
J
　
（
東
大
東
大
－
三
田

－
咽
）

区
の
登
録
名
勝
。
有
名
な
植
物
学
者
牧
野
富

太
郎
博
士
が
晩
年
の
三
二
年
間
を
過
ご
し
た
邸

宅
跡
。
博
士
が
「
我
が
植
物
園
」
と
呼
ん
だ
ゆ

か
り
の
植
物
や
、
書
斎
・
書
庫
と
し
て
使
用
し

た
建
物
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
記
念
館
陳
列
室

に
は
植
物
模
本
・
原
稿
・
著
書
・
日
用
品
・
手

紙
な
ど
を
展
示
。
散
策
の
歩
を
休
め
て
見
学
に

訪
れ
る
と
オ
ア
シ
ス
に
入
っ
た
よ
う
な
気
分
で

ほ
っ
と
す
る
。
休
み
は
火
曜
日
（
火
曜
が
祝
日

に
あ
た
る
と
翌
日
）
　
は
か
。

r
ま
え
申
渡
駕
公
園
J
　
　
（
ま
ま
申
三
－

三
申
－
二
六
）

区
民
が
実
習
を
通
し
て
農
業
を
学
ぶ
施
設
で

あ
る
が
、
こ
こ
に
は
江
戸
末
期
の
建
築
と
推
定

さ
れ
る
農
家
の
納
屋
（
物
置
）
が
あ
る
。
元
は

和
光
市
に
近
い
、
白
子
川
の
別
荘
橋
の
北
の
集

落
内
に
あ
っ
た
旧
家
の
納
屋
。
屋
内
に
は
農
機

具
が
展
示
さ
れ
て
お
り
、
自
由
に
見
学
で
き
る
。

「
カ
タ
ク
リ
群
落
」
　
（
清
水
山
憩
い
の
森
）
、

「
中
里
の
富
士
塚
」
か
ら
徒
歩
一
〇
～
一
五
分

な
の
で
ぜ
ひ
立
ち
寄
り
た
い
所
。
納
屋
見
学
の

休
み
は
火
曜
日
（
火
曜
が
祝
日
に
あ
た
る
と
翌

日
）
ほ
か
。

（
刊
行
物
は
、
区
役
所
西
庁
舎
1
階
区
民
情
報

ひ
ろ
ば
、
郷
土
資
料
室
で
頒
布
し
て
い
ま

す。）

土支田農業公園にある納屋（物置）
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